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(54)【発明の名称】 画像表示装置

(57)【要約】
【課題】  画素の開口率を下げることなく、電界発光素
子の電流を供給可能にする。
【解決手段】  発光素子（５）と、該発光素子駆動用ト
ランジスタ（８）とを同一基板上に形成し、発光素子と
駆動用トランジスタとを電源供給線と接地線間に接続し
た構造の複数の表示セルを有し、駆動用トランジスタを
選択的に駆動して表示する画像表示装置において、前記
基板と平行な対向基板面に形成された電源用共通電極
（２０）に、各表示セルへ電流を供給するための電源供
給電極柱（２１）を形成したものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  発光素子と、該発光素子駆動用トランジ
スタとを同一基板上に形成し、発光素子と駆動用トラン
ジスタとを電源供給線と接地線間に接続した構造の複数
の表示セルを有し、駆動用トランジスタを選択的に駆動
して表示する画像表示装置において、前記基板と平行な
対向基板面に形成された電源用共通電極に、各表示セル
へ電流を供給するための電源供給電極柱を形成したこと
を特徴とする画像表示装置。
【請求項２】  電源供給電極柱は、発光素子上に形成さ
れた陰極の一部に形成した切り欠き部に設けられた電源
供給パッドに接続され、該パッドを通して動用トランジ
スタに接続されることを特徴とする請求項１記載の画像
表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は有機電界発光素子等
の電流駆動型の発光素子を用いた画像表示装置に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】図２は有機電界発光素子を用いた画像表
示装置の例を示す図で、図２（ａ）は断面図、図２
（ｂ）は上面図である。ガラス基板１に層間絶縁層２、
３が積層され、その上に各発光エリアを規定する透明導
電膜からなる陽極４、全面に有機発光層５、陰極６が形
成されている。また、ガラス基板１には、電源供給線７
を通して電流供給される電流駆動用薄膜トランジスタ
８、トランジスタ８をＯＮ／ＯＦＦ制御するためのトラ
ンジスタ９、発光させる表示セルを選択する縦電極１
０、横電極１１が形成されている。縦電極１０、横電極
１１は層間絶縁層２で絶縁され、各トランジスタは層間
絶縁層３で保護されると共に、トランジスタ上の面が平
滑化され、電流駆動用薄膜トランジスタ８と陽極４とは
層間絶縁層３のスルーホールを通して接続されている。
また、陰極６全体を覆うように対向封止板１２が画像装
置の密封用として設けられている。
【０００３】このような構造の画像表示装置において
は、縦電極１０、横電極１１で選択された表示セルのト
ランジスタ９がＯＮすると、電流駆動用薄膜トランジス
タ８が導通し、電源供給線７を通して陽極４、有機発光
層５、陰極６を通して電流が流れ、選択されたセルが発
光する。この発光状態はトランジスタ９に対してＯＦＦ
用の信号が加えられるまで継続する。こうしてマトリッ
クス状に配置された各発光セルをトランジスタで選択駆
動することにより画像表示が行われる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところで、有機電界発
光素子等の電流駆動型発光素子は電流を流すことにより
発光するため、発光状態を保持するためには電流を流し
続ける必要がある。このため、電流駆動型発光素子をア
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クティブマトリックス駆動するためには、電流を流し続
けるための素子と、この素子を制御するための素子の少
なくとも合計２つのアクティブ素子が必要となる。ま
た、電流を流し続けるためには専用の電流供給線が必要
である。
【０００５】図２に示したように、発光素子は電流駆動
用トランジスタ８に接続され、共通の電源供給線７と共
通の接地線（陰極）間に接続されることになる。そして
１つの発光素子にはトランジスタが少なくとも２つ必要
で、配線は発光素子を選択するためのデータ線と走査線
（桁電極と横電極）、電源供給線、接地線の４電極が必
要となるため、複雑な構造となる。特に、電源供給線は
表示画素数が増えると、電流供給能力を高める必要があ
るため、低抵抗とする必要があり、低抵抗化するため線
幅を大きくすると画素の開口率が低下してしまうという
問題がある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は上記課題を解決
しようとするもので、画素の開口率を下げることなく、
電界発光素子の電流を供給可能にすることを目的として
いる。そのために請求項１の発明は、発光素子と、該発
光素子駆動用トランジスタとを同一基板上に形成し、発
光素子と駆動用トランジスタとを電源供給線と接地線間
に接続した構造の複数の表示セルを有し、駆動用トラン
ジスタを選択的に駆動して表示する画像表示装置におい
て、前記基板と平行な対向基板面に形成された電源用共
通電極に、各表示セルへ電流を供給するための電源供給
電極柱を形成したことを特徴とする。請求項２の発明
は、電源供給電極柱が発光素子上に形成された陰極の一
部に形成した切り欠き部に設けられた電源供給パッドに
接続され、該パッドを通して動用トランジスタに接続さ
れることを特徴とする。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照しつつ説明する。図１は本発明の画像表示装置の
例を説明する図で、図１（ａ）は断面図、図１（ｂ）は
上面図である。なお、図２と同一番号は同一内容を示し
ているので、その詳細な説明は省略する。ガラス基板１
に層間絶縁層２、３、透明導電膜からなる陽極４、有機
発光層５、陰極６を形成し、さらにガラス基板１に形成
した電流駆動用薄膜トランジスタ８を通して陽極４に電
流を供給する。
【０００８】本実施形態においては、ガラス基板１に対
向して配置される対向基板１３（図２の対向封止板１２
に相当）の陰極６との対向面全面に、電源用共通電極２
０を形成し、この共通電極２０に各表示セルの電流駆動
用薄膜トランジスタ８に電流を供給するための電源供給
電極柱２１を形成する。電源供給電極柱は金属または導
電性樹脂からなり、基板間のスペーサとしての機能も有
する。そして、ガラス基板１側の全面に形成された陰極
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６と有機発光層５の一部に、表示セルの各発光エリアを
規定する陽極毎に切り欠きを形成し、この部分に電源供
給パッド２２を形成し、これと各電源供給電極柱２１を
接続する。
【０００９】かかる構成においては、対向基板の電源用
共通電極２０から電源供給電極柱２１、電源供給パッド
２２を通して電流駆動用薄膜トランジスタ８に常時電圧
が印加されているので、縦電極１０、横電極１１で選択
された表示セルのトランジスタ９がＯＮすると、該当す
る電流駆動用薄膜トランジスタ８が導通し、陽極４、有
機発光層５、陰極６を通して電流が流れ、選択されたセ
ルが発光する。
【００１０】このように、ガラス基板１には従来のよう
に電源供給線が形成されず、対向基板から垂直に延びる
電源供給電極柱２１から電流が供給されるため、電源供
給線によって発光エリアが制限されることがなく、高い
開口率を確保できる。また、対向基板１２は従来のもの
においても封止板として設けられており、これを電源供
給用共通電極形成に兼用しているため、従来の構造を保
持したまま開口率が上げられることになる。
【００１１】
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【発明の効果】有機電界発光素子等の電流駆動型の発光
素子をアクティブマトリックス駆動する場合に、従来で
は発光素子と同一面に各画素に電源供給する共通の線が
形成され、これが画素の開口率を下げる要因となってい
たが、本発明においては対向する封止用の基板に電源用
共通電極を形成し、ここから電極柱を通して各画素へ電
流供給するようにしたので、発光素子側の基板上に電源
供給線が不要になり、高い開口率を実現することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の画像表示装置の例を説明する図であ
る。
【図２】  有機電界発光素子を用いた画像表示装置の従
来例を示す図である。
【符号の説明】
１…ガラス基板、２、３…層間絶縁層、４…陽極、５…
有機発光層、６…陰極、７…電源供給線、８…電流駆動
用薄膜トランジスタ、９…トランジスタ、１０…縦電
極、１１…横電極、１２…対向封止板、１３…対向基
板、２０…電源用共通電極、２１…電源供給電極柱、２
２…電源供給パッド。
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